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環境都市宣言をしている板橋区では、平成２０年２月、板橋区環境教育推進プランに

基づき、ＥＳＤ（Education for Sustainable Development ：持続可能な開発のための

教育）の考え方を重視した小中一貫環境教育カリキュラムを策定しました。また、平成

２５年２月に策定された「いたばし未来創造プラン」の中には、エコポリス板橋にふさ

わしい「環境にやさしい最先端都市の構築」を目指した施策が打ち出されており、改め

て、環境保全への全区を挙げての取組が求められていると言えます。そのために、環境

教育テキスト「未来へ１・２・３」を作成、区立小中学校に配布し、小学校３年生から

中学校３年生までの環境教育を教育課程に位置付け、推進するとともに、平成２３年４

月には、就学前からの環境教育を重視し、「幼児・児童・生徒が身に付ける資質・能力・

態度」を明確にした１１年間にわたる『保幼小中一貫環境教育カリキュラム』を作成し、

区内全教員に配布し、活用いただいているところです。 

板橋区における環境教育は、ＦＥＥＬ（関わる・知る・感じる）、ＴＨＩＮＫ（主体的

に問題解決をする）、ＡＣＴＩＯＮ（これまで身に付けた力を活用し、行動に移す）とい

う３段階を大切にし、視点を「循環・多様性・生態系・共生・有限性・保全環境」とし

て、環境についての感受性と共生や思いやりの心、環境に対する見方・考え方、環境に

働きかける実践力を育成することをねらいとしています。そして、１１年間のカリキュ

ラムを、感受期（前期）／感受期（後期）／認識・問題把握期／評価・意志決定期の４

期に分け、特に「感受期（前期）」にあたる４歳児から小学校２年生までの４年間では、

多くの体験活動を通して、環境についての豊かな感受性や環境に対する気付きを系統的

に身に付け、小学校３年生からの環境教育に必要な素地を育てていきます。 

 このたび配付します『板橋区保幼小中一貫環境教育カリキュラム』では、より実際の

環境教育の指導場面がイメージしやすいように、平成２３～２４年度に計８本実践した

本時案等を、各４期２本ずつ掲載しています。また、本時案には、テキスト「未来へ」

の活用場面を盛り込み、視覚的に学ばせる場面や考えさせる場面を設けました。本冊子

を基に保育所や幼稚園、小学校及び中学校が連携して環境教育を充実させ、板橋区に在

住する子どもたちに対する環境教育が一層推進されることを願っています。 

 結びになりますが、これまで「板橋区保幼小中一貫環境教育カリキュラム」作成にご

尽力いただきました環境教育カリキュラム部会 田鹿 明彦 志村第四中学校校長先生

並びに 植松 光一 板橋第七小学校校長先生をはじめ、多くの委員の皆様に感謝申し

上げ、あいさつといたします。


